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銀山中学校

神　　貴　夫


　

１日１５４兆ベクレル・・・・放射能の大気放出続く
テレビから急速に原発関連の報道が減少している。これほどの大事故があり、今もなお緊急事態が続いているというのに、専用チャンネルすらない・・・・・。大本営発表に踊らされて無謀な侵略戦争に突入していった理由がやっと実感としてわかるようになった。日本人は本当の危機を直視しきれない民族なのかもしれない。豊かな自然にめぐまれ、外国からの大きな侵略も受けないまま、のほほんと長い年月暮らしてきた感性がDNAに組み込まれているのだろう。ならばそれらしくのほほんと暮らしていける文化や生活スタイルを維持していけばいいものを、軍事力に頼って大国を目指し戦争に突入し多大の犠牲者を出して負けた。その後、ろくに反省もせずに今度は技術力に頼った経済大国を目指して経済戦争に打って出て、禁断のエネルギーである原子力に前のめりに突入し結局自滅した格好だ。救いがたいのは、この現実を前にしてさえ中部電力は5月2日に「浜岡原子力発電所3号機の運転を7月に再開する」と発表するという度し難い感性・知性・理性の欠如だ。

浜岡は3つのプレートが重なり東南海地震が直近にも起きる可能性が高い場所である。その真上に建つ「世界で最も危険な発電所」として運転差し止め訴訟が起こされている原発である。原発稼動という目的のために国民総玉砕へと道連れにするような狂気が平然と出てくる国って一体なんだろう？？？？　そんな愚かな人間界の狂気をあざ笑うかのように福島原発からは今も大量の放射能流出が続いている。以下、報道ニュースより
[image: image2.png]80 19864E IR IE L7 dE N M
70 0—45%
o[ 5om
50| I 10— 147%
=]
=
540
b
= 30+
20
10
1 T T T T
1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

SR
E5 RFL—LTFTIL/ T IBRIZ LSRRI A LBI SN ISEBIS
[HR] M RES L ATRAER): KA RORE LPET)., (HRREHAC0024EIA), p.557




内閣府原子力安全委員会は２３日、東京電力福島第一原子力発電所から大気中に放出された放射性物質の量が、放出量が落ち着いた今月５日の時点でも、１日あたり１５４テラ・ベクレル（１テラは１兆）に達していたことを明らかにした。

　５日に福島第一原発から大気に放出された放射性物質の推定値は、ヨウ素１３１が毎時０・６９テラ・ベクレル、セシウム１３７が同０・１４テラ・ベクレル。国際的な事故評価尺度（ＩＮＥＳ）で使われるヨウ素換算値で、ヨウ素とセシウムの合計量を計算し直すと、放出量は同６・４テラ・ベクレル（２４時間で１５４テラ・ベクレル）となることがわかった。

「１５４テラ・ベクレル」って、最新パソコンのCPU処理能力で示すような単位だが、庶民的な０をつけた単位に直すとどうなのかというと
１５４×1,000,000,000,000＝１５４，０００，０００，０００，０００ベクレル
ってことです。これだけの量が毎日空気中に放出され続けている。海や地下水に流れ出ている量は計算には入っていないので、総量はこれよりさらに高い数値であることは間違いない。チェルノブイリ原発の放出量を超えるのも時間の問題である。海外の研究機関ではすでに超えたのではないかとの見解を出している。漏れ出している放射能は当然のように大地に降り注ぐ。その結果・・・・・
牧草から放射性物質＝許容値の３倍検出－千葉県
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　千葉県は２８日、農林水産省の通知を受けて県内３カ所で２１日に採取した牧草を検査した結果、最大で暫定許容値の３倍を超える放射性物質が検出されたと発表した。県は既に牛の放牧や牧草を与えることを自粛するよう県内の農家に要請しており、引き続き徹底を図るとしている。

　県によると、市原市で採取した牧草から１キロ当たり２３０ベクレルの放射性ヨウ素１３１と、１１１０ベクレルの放射性セシウムを検出。八街市の牧草から９０ベクレルの放射性ヨウ素と３５０ベクレルの放射性セシウムが検出された。
　牛が食べれば生物濃縮され、高濃度に汚染された牛乳を出すようになる。汚染された牛などの家畜は「殺処分」されることになる。
　先日、帰宅すると我が家のかみさんが泣いていた。訳を聞くと「ニュースで牛舎の牛が死んでいるようすが流れた。柵の中から首を伸ばしてその先の牧草を何とか食べようとしていた姿のままたくさん死んでいた。かわいそう過ぎる・・・。」　高濃度の放射能の中、牛を見殺しにできずに餌を与えに戻っている酪農家がいた。いずれは人の食料になる運命の家畜たちではあっても、飢え死にさせるような死なせ方だけはさせたくなかったにちがいない。食肉としていつかは見送らねばならない運命だからこそ、自分が世話をしている間だけは家族同様にかわいがってきた牛たち・・・。
　酪農家の無念を想像すると気持ちが張り裂けそうになる。

チェルノブイリ原発事故の教訓から学ぶべきこと

１９８６年４月２６日に起こったチェルノブイリ原発事故から２５年目を迎えるまさに直前に福島第１原発事故は発生した。事故から１ヶ月半が経過したが、政府の初動の判断ミスにより多くの人が高濃度の放射能を浴びることになった。判断ミスはそれだけではない。一般人や児童生徒の年間被曝許容量を引き上げたり、作業員の被曝許容量を引き上げるなど安全基準そのものを変更し始めた。外部被曝だけを問題にするのであれば確かに変更した基準でも発ガンリスクはそれほど大きくはないと思われる。同様のことを「専門家」と称する御用学者の方々も言っている。曰く「レントゲンやＣＴと比較しても低く問題ありません」と・・・・。
　しかし、チェルノブイリ原発事故が残した最大の教訓は内部被曝によるガンの多発である。下のグラフは、年齢別に甲状腺ガンの発症数を比較したものである。事故後、４年目から事故当時０～４歳の乳児だった子どもたちに甲状腺ガンが激増し始めている。５～９歳、１０～１４歳の年齢層も乳児ほどではないにせよ激増している。

　若い人ほど細胞分裂が盛んで、体内に放射能を取り込むと、細胞分裂の際に遺伝子が大きく損傷されることが原因である。この教訓に学ぶのであれば、乳児や子どもたちは放射能の汚染地域からできるだけ遠くに疎開させる措置が急務なのである。
チェルノブイリ原発事故の影響は、１９９０年から２００２年になってもなお残り続けている。

今回の福島第１原発事故の本当の恐怖は、２０１５年頃からあらわれはじめ、２０５５年ごろまでは影響が出ることになる。未来の子どもたちに残した負の遺産はあまりに大きい・・・・・。


チェルノブイリ～大惨事の環境と人々へのその後の影響　アレクセイ・ヤブロコフ博士著
· チェルノブイリ原発事故について、人や環境に及ぼす影響を調べているロシアの科学者
この本に記された衝撃的な事実の一部を下記に示します。この教訓から何を学ぶべきかここではあえて書きません。読者の方が下の事実をもとにそれぞれが考えて出すべき結論です。
○公開された医学的データに基づき事件の起きた1986年から2004年までに 98万5千人が亡くなった。死者数はさらに増え続けている。
○死因は癌、心臓病、脳障害や甲状腺ガンなど。何より多くの子供達が胎内死亡、又は生後の先天性障害で死んだ。
○バンダシェフスキー(科学者)は、子供達の体内に蓄積されたセシウム137の量が実験動物と同じ値になっていることを発見し、それが心臓にダメージを与えていることに気づきく。この研究結果を発表し彼は刑務所に収監された。
○細胞にダメージが与えられると癌、もしくは先天性障害の原因となる。人や鳥だけでなく植物にさえ先天性障害が出た。チェルノブイリ事故当時に生まれたスカンジナビアの子供は、高校を卒業する割合が低い。知的能力に影響が出た可能性が大きい。
○妊娠中に放射性同位体が体内に入り母体を通じて胎児に届き心臓、肺、甲状腺、脳とすべての細胞、免疫系統にもダメージを与えた。子どもたちは未熟児で生まれつき健康状態が悪く、死産の率も非常に高く、これは被曝がもたらした結果である。

○放射性物質の降下地点で人々は死んでいる。死ななければ、子どもたちは知的・医学的障害をもって生まれてきている。これがいまだに続いており、まだ終りではない。

















































































